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最高気温 最低気温 平均気温 雨量（mm） 最高気温 最低気温 平均気温 雨量（mm）

本 年 31.8 25.8 28.4 394.5 32.1 26.6 29.0 129.0

平 年 31.5 26.3 28.6 129.3 32.2 26.3 28.9 201.2

平年との差 ＋ 0.3 － 0.5 － 0.2 ＋265.2 － 0.1 ＋ 0.3 ＋ 0.1 －72.2

7　　月 8　　月

さとうきびの買入糖度・買入価格・トラッシュ率・歩留の推移◆◆◆ ◆◆◆

収 穫 面 積 ・ 生 産 量 の 推 移◆◆◆ ◆◆◆

対前年比 トラッシュ率 工場歩留

（％） （％） （％）

66期(2024/2025) 95.6 11.10 12.53

前期(2023/2024) 108.0 11.65 13.03

2022/2023 105.2 10.19 12.7015.69 0.6 7.2 92.2 25,893

15.66 0.7 8.2 91.1 26,732

16.22 0.2 2.1 97.7 27,977

買入糖度 糖度帯　（％） 平均買入価格

（％） 基準以下 基準内 基準以上 （交付金込）各 年
項 目

面積 単収 生産量 面積 単収 生産量 面積 単収 生産量 面積 単収 生産量 面積 単収 生産量

（a) (kg/10a) t （a) (kg/10a) t （a) (kg/10a) t （a) (kg/10a) t （a) (kg/10a) t

66 期  (2024/2025) 12,415 7,161 8,891 9,173 6,076 5,574 11,140 4,032 4,491 102,348 4,661 47,700 135,076 4,935 66,655

前 期 (2023/2024) 14,465 7,653 11,070 10,139 6,702 6,795 15,589 5,045 7,864 95,789 5,210 49,909 135,982 5,562 75,638

前 期 と の 差 -2,050 -492 -2,179 -966 -626 -1,221 -4,449 -1,013 -3,373 6,559 -549 -2,209 -906 -627 -8,983 

2022/2023 18,076 7,761 14,029 9,970 6,489 6,470 15,813 5,131 8,113 89,020 5,382 47,912 132,879 5,759 76,524

合　計夏　植 秋　植 春　植 　株　出作 型

各 年

１位 赤 連 岡 本　勝

２位 荒 木 福 原　安 成

３位 前 金 久 南 島　孝 徳

１位 湾 中 山　勝

２位 志戸桶東 大 喜　智 夫

３位 上嘉鉄中 藤 村　剛

　



しよう！ 夏植の利点

サトウキビは深根作物で、根の伸長、発達は生育収量に大きく影響します。 

そのため、表土の厚さは25～30cm以上が好ましく、耕起の深さは30cm以上が望まれます。

 下層に緻密 (ちみつ)な土層あるいは硬盤がある場合は60cm程度の深耕や心土破砕を行いましょう。

まずは、「土づくり」をしましょう！

そして、「除草」もしっかり！

秋植の利点
夏植 秋植 春植 株出

平均単収 7,364 6,350 4,808 4,990

　※過去5ヶ年の平均単収

夏植 秋植 春植 株出

平均Bx 18.98 18.41 17.26 18.30

　※2024年11月25日 調査

他の作型と

比較してみよう！

※必ず 農地用の除草剤を使用してください！

2,4-D

土づくりをすると、保水力・通気性・肥料保持力が高まります。

たい肥や緑肥などの有機質資材を活用して土づくりをしたり、

プラソイラやサブソイラを活用した心土破砕をおこない

さとうきびの生育促進に努めましょう。

搬入されたきキビから残留農薬が検出されると、操業停止の事態を招く事になります。

そうならないように、散布時期を考えてくださるようお願いいたします。

使用時期は収穫30日前までとなっていますが、散布時期が遅れると

残留農薬が検出される可能性が高くなりますので

当社としましては、収穫90日前までの使用をお願いします。

非農耕地用除草剤について…


